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Webでもご覧いただけます 茨木市地震防災マップ検索

地震防災マップ
じ しん ぼう さい

災害時の被害を最小限にするために、市が発行している「地震防災マップ」で

お住まいの地域の揺れやすさや危険度を確認しておきましょう。
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す ち いき ゆ かくにんき けん ど

はっ こうし しん ぼうさいひ がい げんさいしょう じ

知らせる
し

119番通報をする。
ばん ほうつう

消火器、水のほか座布団でたたく、毛布で火を

おおうなど手近なものも活用する。

しょう か き

ぢかて

ひもう ふ

かつ よう

みず ざ ぶ とん

炎が天井にまで達したら、消火を止めてすぐ逃
げる。逃げるときは、燃えている部屋の窓やド
アを閉めて空気を絶つ。

ほのお

に
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も

に
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てんじょう しょう か やたっ

消火する
しょう か

逃げる
に

初期消火は周辺地域への延焼を

防ぎます。地域とわが家を守る

ために、自主防災活動に積極的

に参加しましょう。
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じ ぼう さい かつどうしゅ せっきょくてき

初期消火の３原則
き しょう かしょ そくげん

早く知らせる、消火する、逃げる
はや し しょう か に

落ち着いて、
身の安全を確保！

お つ

み あん ぜん かく ほ

阪神・淡路大震災では、瞬間的な大きな揺れのために発生直後に約４割の人が
「何もできなかった」と答えています。いざというときに行動できるよう日頃か
らイメージしておきましょう。
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ゆおお やく わり ひとちょく ご

どうこう

はっ せいしゅんかん てき

災害発生 !
さい がい はっ せい

南海トラフ地震はゆっ

くりとした大きな揺れ

が１～２分以上続くと

言われています
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火の始末は揺れがおさまって

から

ひ し まつ ゆ

まず自分の
身を守る

じ ぶん

み まも
安全を
確保する

あん ぜん

かく ほ

２～５分後

揺れが
おさまってから

ゆ

ふん ご

●水、食料は備蓄でまかなう
●災害情報、被害情報を集める
●壊れた建物には入らない 

さい がいじょう ほう ひ がいじょうほう あつ

こわ たて もの はい

みず しょくりょう び ちく

●自主防災組織等と協力し消火、救

出活動
●要配慮者がいる世帯を優先

かつどう

よう はい りょ しゃ せ たい ゆう せん

じ しゅ ぼう さい そ しき など きょうりょく しょう か きゅう

しゅつ
●非常持ち出し品を手元に確保
●テレビ、インターネット、

　ラジオなどで情報を把握

●ガスの元栓を閉め、ブレーカー

を落とす

もと せん し

お

じょうほう は あく

ひ じょう も だ ひん て もと かく ほ

●ドアや窓を開けて、逃げ道を

確保
●家族の安否を確認

●スリッパや靴を履いて、けが

を防ぐ

●火災が発生したら初期消火

かく ほ

か ぞく あん ぴ かくにん

くつ は

ふせ

しょはっ せいか さい き しょう か

まど あ に みち

●３つの安全行動をとる！

　姿勢を低く、頭を守り、動かない

　→机やテーブルの下に身を隠す

　（ガラス面や家具から離れる）
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逃げる
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に

よう い

数時間後～３日
かんじすう ご か

みんなで
協力する
きょう りょく

10分～数時間後
ぷん すう じ かん ご

地域の集合できる場所等で
隣近所の安否を確認する

じょ あん ぴきんとなり かく

ち      いき              しゅう   ごう                                   ば      しょ    など

にん

「SOSカード（中央のページ）」
を持つ人がいたら
みんなで助け合う

も

ちゅうおう

ひと

たす あ

いつもの備え9ページ
「地域で備える」

中央のページ
避難所マップ

建物が倒れそうなときは避難所へ
たて もの たお ひ なん じょ

運転中は
うん てん ちゅう

あわててスピードを落とさない。

ハザードランプを点灯し、周りの

車に注意を促す。

お

てん

くるま ちゅう い うなが

とう まわ

街中では
まち なか

ブロック塀や自動販売機が倒れてくる

可能性があるので、ビルや建物のそば

から離れる。

ばい きはんじ どう たおべい

ものか のう

はな

せい たて

電車、バスの乗車中は
でん しゃ じょう しゃ ちゅう

つり革、手すりにしっかりとつかまる。
てかわ

●火の始末
まつしひ

あなたの助
けが必要で

す 茨木市

災害時
さいがい

じ

避難所
ひ なんじ

ょ

私は体が不
自由ですわたし

からだ
ふ

じ ゆう

車いすなど
に乗せて避

難所まで

一緒に行っ
てください

。
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物資や情報
収集を手伝

ってくださ
い。
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